
 
 

える。これらのことから、透析導入者への腎リハ

プログラムの介入は自ら実践できるセルフケア能

力を維持し、高めていくよう支援することで不安

解消などの心理的変化や体調の良さ、体力・筋力

向上などの身体的変化を与えるのではないかと考

える。 

杉本は、「透析導入患者に対して医療者は、患者

自身が透析療法と向き合いながら、透析のある

日々のなかでセルフケア行動がとれ、新しい生活

や人生と折り合いをつけるよう支援することが重

要」６）と述べている。透析の受容については、透

析導入に伴う生活の変化により、B氏からは「透

析しているからもう行けない。」と今までできてい

たことへのあきらめがみられた。しかし、実際に

透析治療を行いながらも同級会に参加したことで

B氏より「同級生に会えて良かった。また会う約

束をしてきた。」と今まで通りの生活を崩すことな

く生活に取り入れる事ができた。またC氏の「透

析の無い日は“仕事”、透析のある日は“休む日”

としている。」という発言からも透析のある生活に合

わせていくことで透析治療が生活の一部となり、透

析治療を前向きに受け止める事ができた。このこと

から本介入で透析受容が促進されたと考える。 

 

【結語】 

1.高齢透析患者の導入時に生活目標を設定するこ

とは、透析治療を行っている自分自身に向き合うき

っかけとなる。 

2.高齢透析導入者に腎リハプログラムを開始し、

自ら実践できるセルフケア能力を維持し、高めら

れるよう支援する事は心理的・身体的変化を与える。 

3.生活目標を立てて運動を継続したことで体力維

持・向上や体調の良さが実感でき、透析療養行動の

意欲が高まり、透析受容が促進された。 

 
 

 
【利益相反（COI）の開示】 

COIはありません。 
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G－TES®を用いた透析患者の下肢筋力維持向上への取り組み 

 
医療法人鈴木泌尿器科 透析室 

今井翔太 岡田美香 加藤恵 岩渕啓二 塚田伸一  
倉石貴教 知野崇 金澤由香里 鈴木茂利雄 鈴木都美雄 

 

 
【背景】 

近年、透析患者の高齢化やサルコペニアの増加に

伴う転倒、骨折が増えている。そのような現状か

ら、透析患者の下肢筋力の向上は急務である。今

回、ベルト式電気刺激運動療法が可能な G-TES®を

使用し透析患者の筋力の状態と G-TES®による効果

を検討した。 

【対象・方法】 

2024年 6月～8月。今回研究に同意の得られた男

性 4名。女性 3名。の計 7名。透析歴は各 1～38

年。年齢 50歳代～90歳代。 

・週 3回の透析毎、1セット 20分間透析中に G-

TES®を使用。 

・体組成計(ACCUNIQBC560M)にて骨格筋量、骨格

筋指数(SMI値)の各データ比較。 

・サルコペニアの評価として、下腿周囲径を比

較。 

・G-TES®の効果と忍容性についてアンケート調査

を実施した。 

【結果】 

体組成計で 6～8月まで測定した両下腿筋肉量の

明らかな変化はなかった。 

骨格筋量指（SMI）に関しても明らかな変化はな

し。両下腿周囲径にも明らかな変化は見られなか

った。（図②、③、④) 

 聞き取り調査の結果は、食欲に変化については 

問合わせ先：今井 翔太 〒380-0904 

長野県長野市大字鶴賀 41-2 鈴木泌尿器科 (TEL026-227-8515) 

 

7名中 1名食欲増加がみられた。（図⑤）睡眠時

間の変化についての質問では、7名中 2名がよく

眠れると回答した。（図⑥）日常生活に身体的変

化についての質問では、7名中 2名に日常生活で

の身体的改善がみられた。（図⑦）今後も G-TES®

を使用したいかの質問では、7名中 4名から続け

てみたいと回答を得た。（図⑧）

図①G-TES®使用時 

【結果】 

    

図②体組成計で測定した下肢筋肉量 
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図③体組成計で測定した骨格筋指数（SMI）

 

図④下腿周囲径

 

図⑤アンケート結果

図⑥アンケート結果 

 

図⑦アンケート結果

 

図⑧アンケート結果 

【考察】 

今回 6月から 8月の研究結果としては、骨格筋

量、骨格筋指数（SMI値）大腿周囲径の明らかな

変化は見られなかった。先行研究では、2ヶ月で

筋肉量の増加を文献では示されている。先行研究

では、週 3回の透析で毎回 G-TES®（電気刺激装

置）を 2時間施行したが、本研究では透析毎に

20分間の施行であった。¹₎このことから今回の

研究で増加が見られなかったのは施行時間が短か

ったことも要因のひとつであると考えた。 

当院では、G-TES®の導入に伴い、今後の忍容性を

推し量る目的もあり 20分間の施行にとどまった

が、アンケートなどでの忍容性の評価を基に施行

時間の延長も検討していく。 

また、アンケート結果での患者の意見の中には

「動かし辛かった足首が動かせるようになっ

た」、「歩くとき杖がいらなくなった」、「膝の水が

溜まらなくなった」という声があり、自覚症状と

しての QOLの向上が見られた。一方で、睡眠時間
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が減少した患者の一人にレストレスレッグ症候群

の方がおり、G-TES®使用の際は注意が必要である

と考えた。 

【まとめ】 

筋力アップのためには一回当たりの時間が短いと

効果が見られないため、より長い装着時間の確保

が、重要であると今回の研究から考えられ、透析

中に行うことができるため、時間を有効に使うこ

とができ、運動弱者に対しても導入しやすいと考

えた。 

施行後の疲労、倦怠感が全体的に軽度で、大きな

副作用は見られなかったので、歩行が困難な方で

も装着が可能であり、体力のない方でも活用でき

るので、多くの方に導入しやすいと考えた。 

【COI開示】 

本論文において開示すべき利益相反関係にあたる

企業等はなし。 

【参考文献】 

１） （Suzuki Tadashi, et al. “Beneficial effect of 

intradialytic electrical muscle stimulation in 

hemodialysis patients: a randomized controlled          

 trial.” Artificial Organs 42.9 (2018): 899-910.） 
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